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コミュニティバス導入の促進
（観光と福祉の促進）

審議テーマ２

地域における健康の推進

子どもを地域で支える、子どもの生きる力 外国人市民も住みやすいまちづくり

地域で身近な防災力
（歴史・環境から学ぶ）

審議テーマ１

審議テーマ３

審議テーマ４ 審議テーマ５
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■提案
　具体的な解決策の方向性が決まったのものについて、区民会議から区へ提案します。
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防災対策について、市内で唯一海に面している川崎区は、津波の
被害が懸念されます。いざ津波が発生した時は一刻も早く高いとこ
ろに避難する必要があります。
そのため、現在地の海抜がどのくらいの高さなのか分かるような
表示や避難施設の場所や現在地等が分かるような表示を設置する
ことを提案します。
表示については、誰もが目にしやすい場所とするた
め、公共施設等の他、地域の協力を得ながら町内会の
掲示板等に設置することが望まれます。
また、川崎区は外国人も多く住んでいることから、誰
もが理解できるようにするため、海抜表示については、
多言語でわかりやすく表示することを提案します。
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外国人市民も住みやすいまちづくりについて、区内には多くの外国人市
民が生活しています。外国人市民が安全・安心に生活を営む上では、行政か
ら発信する情報を確実に届ける必要があります。
特に子どもの健康に関わることは重要な情報の一つです。中でも予防接

種について、外国人市民は、それぞれ育った国が違うことから、予防接種に
関する考え方も違いがあると考えられます。
そのため、多くの外国人市民が使用する英語、中国語、韓国・朝鮮語、ポル

トガル語、スペイン語、タガログ語の６ヶ国語で工夫して広報資料を作成す
ることを提案します。 
さらに、広報資料を外国人市民に効果的に伝えるため、地域ぐるみで協
力していくことが望まれます。
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■区民会議フォーラム

第４期川崎区区民会議中間報告書概要版
　発　行：平成25年３月
　事務局：川崎区役所まちづくり推進部企画課   

〒210-8570　川崎市川崎区東田町8番地
電話  044-201-3296 　FAX  044-201-3209
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50音順・敬称略
◎ 委員長　○ 副委員長
□ 部会長

□ 藍原　　晃  赤間　靖夫  新井　一成 　　 ○ 新井トキ子 　　 □ 石渡　勝朗
　岩瀬　絹代  木島　千栄  小泉　忠之  鈴木　　真  高橋　義光
◎ 寺尾　宇一  冨田　順人  戸村　正房  秦　　琢二  原　千代子
　深澤　香織  藤岡　玲子  吉野智佐雄  米山　　実
　髙橋　ロサ（H24.4.1-H24.11.28）  藤又　裕之（H24.4.1-H24.7.1）

ウォーキングガイドブックの作成
　高齢者が外に出かけることを促すため、ウォーキングガイドブックを作
成し、ウォーキングイベント等で配布しました。

「区の木」「区の花」の制定・効果的な活用
　平成24年４月１日に迎える区制40周年を記念して、「区の花」「区の木」を制定し、植栽、ロゴマークの
作成、イベントでの活用等、地域と連携した取組を実施しました。

■第３期川崎区区民会議の主な成果について

　区民会議のこれまでの主な取組と第４期の審議内容について、川崎区区民会議フォーラムを
開催し、地域の皆さんに報告しました。
　また、ポスターセッションでは、第４期区民会議の審議内容をパネルにまとめ展示し、ご意見
をいただきました。

（１）概要
 日　　時：平成24年11月24日（土）　15時15分～15時45分
 場　　所：サンピアンかわさき
 参加者数：75名

（２）内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ア　これまでの主な取組の報告
 イ　第４期審議経過及び審議内容の報告
 ウ　ポスターセッション

（３）いただいた主なご意見 （回答数：40件）
 ・防災計画は市レベルではなく、町内会・近隣で計画した方が

  よい。
 ・地区全体で子どもを見守ることが必要と考える。

ビオラひまわり 銀杏
いちょう

長十郎梨
ちょうじゅうろうなし
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